






急性リンパ性白血病に代表される小児の悪性腫瘍の患者の治療は,身体面のみならず,精神

面からの care も考えていく必要がある。 

われわれは大阪大学小児科で,悪性腫瘍患児とその親に対して行っている精神面からのア

プローチについての概略を,昨年報告したので,今年は GSR の測定結果を報告する。 

GSR,Galvanic Skin Reflex,すなわち皮膚電気反射は,「冷汗をかく」という日常経験で知

られているように,情緒的な反応(恐れ,驚きなど)が,感覚器の刺激によって個体に発生し

た時,皮膚の汗腺細胞の興奮が呼び起こされる現象を応用したものである。図 1のように,

五感のすべてが刺激の受容器になり,知覚神経で中枢に伝わり,交感神経を介して汗腺細胞

の膜に変化がみられる。通常,これは刺激が来て2秒前後で出現し,皮膚のみかけの抵抗や,

電位に変化が出るのを電流の変化としてとらえ,オシログラフとして表わしたのが GSR 測

定機である。ウソ発見機としても有名な装置である。 

一方,条件反射理論は一般に犬に食餌(無条件刺激)を与える時,ベルの音(条件刺激)を聴か

せていると,ベルの音だけでも唾液が出るというパブロフの有名な実験で判るように,個体

の環境適応能力をみる考えである。本能は複雑に連鎖した無条件反射と考えられている。 

この GSR と条件反射を組み合わせると,環境に対する個体の情動変化が,生理的レベルで測

定できることになる。 


